
令和８年度 ６３回生 授業概要（シラバス） 

科目名 
母性看護援助論Ⅱ 

（産褥期・新生児期） 
分野/教育内容 専門分野Ⅱ/母性看護学 

開講年次・ 

時期 

２年後期 

令和８年 12月 
単位数/時間 

１単位/15時間 

産褥期・新生児期 合わせて：１単位 

担当講師名 

古舘 慶子 
所属・役職 県立宮古病院 看護師長補佐 

資格・免許 看護師・助産師 

千葉 勝子 
所属・役職 岩手県立宮古高等看護学院 

資格・免許 看護師・助産師 

授業の概要 産褥期にある褥婦と新生児、その家族の看護について学ぶ 

到達目標 

1.正常な産褥期の経過を理解し、褥婦の健康アセスメントができる。  

2.母乳育児と看護について理解する。 

3.正常な新生児の経過を理解し、新生児の健康アセスメントができる。 

事前学習内容 妊娠期、分娩期の看護について復習する。 

成績評価の 

方法 

終講試験による評価（100点満点） 

産褥・新生児：60点（千葉）母乳育児：20点（古舘） 

保健指導指導案・教材 20点（千葉） 

使用テキスト      
ナーシング・グラフィカ母性看護学②母性看護の実践 2026年 1月 20日発行第 3版第 3刷 

ナーシング・グラフィカ母性看護学③母性看護技術  2026年 1月 20日発行第６版第 3刷 

授業回数 授業形態 講師 
授業 

形態 

第 1回 
産褥期の定義・産褥期における看護師の役割・産褥の生理・褥婦

のアセスメントと看護 

千葉 

講義 

第 2回 
褥婦の日常生活とセルフケアを支える看護（帝王切開術後の褥婦

のアセスメントと看護は除く）母親へなることへの看護 

第 3回 
新生児の看護・新生児期における看護師の役割・新生児の生理・

新生児期のアセスメント・新生児期のケア 

第 4回 母乳育児と看護・乳房の構造と機能・乳汁分泌のメカニズム 

古舘先生 

第 5回 母乳育児支援の実際 

第 6回 

第 7回 
産褥期の保健指導 千葉 

個人 

ワーク 

講義終了後 

1週間 
終講試験 試験  

履修上の 

留意点 

・各回の講義の後には必ずテキストを読み復習すること 

・新聞・テレビ等日々のニュースに関心をもつこと 


